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§１．研究成果の概要 

 

今年度は、（ⅰ）量子センサの高感度化、（ⅱ）量子コンピュータの高速化およびアルゴリズムの

提案（ⅲ）超伝導量子ビットのゲート操作の新手法の提案、（ⅳ）量子コンピュータと量子通信の融

合スキームの提案、（ⅴ）量子通信と量子センサの融合スキームの提案を行った。（ⅵ）量子開放系

の理論。具体的には以下のようである。（ⅰ）に関しては、ダイヤモンド中の電子スピン（NV 中心）を

用いて温度センシングを行う新しいプロトコルの提案、エンタングルメント磁場センサのリソースであ

る GHZ 状態の生成手法の提案、エンタングルメントを用いたベクトル磁場センサの提案を行った。

（ⅱ）に関しては、量子アニーリングにおいて印加横磁場にひねりを加えることによる性能向上、量

子アニーリングにおいて XXZモデルの基底状態を求める手法の提案(2)、NISQデバイスで分配関

数を求める手法の提案(3)、NISQ デバイスのエラー抑制手法の提案を行った。（ⅲ）に関しては超

伝導量子ビットの CZ ゲートの実装の提案、超伝導量子ビットの分光測定評価の手法の提案を行

った。（ⅳ）に関しては、サーバーの持つ NISQ コンピュータ用のデバイスをクライアントが情報を秘

匿したまま遠隔操作をする手法を提案した(1)。（ⅴ）に関しては、量子センサネットワークを利用し

て、磁場の発生源の情報を秘匿にしながら、磁場の値を推定する方法(5)を提案した。（ⅵ）では、

量子ビットの集団のデコヒーレンスの振る舞い(4)を調べた。 
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